
外務専門職講座 
101005 版 

外専１次試験最大の山場ともいえるのが専門論文試験です。このペースメーカー答練を利用し、早い段階から専

門論文を書く練習を繰り返すことで、高レベルの論文問題に対する適応力が身に付きます。また、外専特別対策講

義のアウトプット訓練や、論文答練前の実力養成用としても活用できます。答案添削付きですので、ご自身の弱点

を把握するのにも極めて有効です。 

また多くのご要望にお応えし、科目別のお申込みが可能になりましたので、弱点科目に絞った学習も可能です。 

 2011 年合格目標 

● 早い段階から専門論文に慣れておきたい外務専門職受験生の方 

● 外専特別対策講義を学習しながら、力試しとして論文を書きたい方 

● 外専論文答練前に実力養成を図りたい方 

 ■対象者 

憲 法 国際法 経済学 

● 憲  法   ６回 

● 国際法   ６回 

● 経済学   ６回 

３科目 各６回 計１８回 
 ■答練回数 

受 講 料 ・ 申 込 コ ー ド 一 覧 

●コース No．／ 受講料（教材費・税込） 

※ 0 から始まる会員番号をお持ちでない方は、

別途入会金￥10,000（税込）が必要です。 

※ 2011 年合格目標の外専 1.5 年 XP コー

ス受講生、外専 2 年XP コース受講生、

2011 年合格目標の外専プラチナ本科

生の方はカリキュラムに含まれており

ますので、お申込み手続きは不要です。 
 

 

●クラス No． 資料通信講座 91

※ 添削答案は、答案がＴＡＣ事務局に到着してから 2週間後に郵送返却します。 

※ 上記答案提出締切日を過ぎて到着した答案の返却は、1 ヵ月以上を要する場合がございます

ので、ご了承ください。 

※ 成績表はございません。 

回　数 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回

問題・解説
発送日

答案提出
最終締切日(必着)

11/1(月) 12/1(水)

12/1(水) 2011/1/19(水)

● 教材発送日・答案提出締切日 

※ ご自宅で答案作成の練習をしていただく講座です。 

※ 解説等の講義の実施はございません。 資料通信講座のみ  ■受講形態 

※ 科目別にお申込みいただくことが可能です。 

ＯＰ 
オプション講義 

 科目別申込可能 

 答案添削付 

※ 本科生オプション割引はありません。 

科　目 講義形態 コースNo. 通常受講料
大学生協等割引

受講料（５％off）

全科目一括
（憲法･国際法･経済学 各6回）

114-372 ¥55,000 ¥52,250

憲法（6回） 114-374 ¥25,000 ¥23,750

国際法（6回） 114-375 ¥25,000 ¥23,750

経済学（6回） 114-376 ¥25,000 ¥23,750

講座名

外専
ペースメーカー答練

通信講座

 ■教材発送日 



 

 本講座に関するお問合せは 

ＴＡＣ・Ｗセミナー公務員講座まで 

教材発送日に、問題と解

説をご登録いただいた住

所にお送りします。 

 

※お申込み時点で発送日

を過ぎている場合は、初

回発送時に一括発送い

たします。 

 教材が到着 

答案を作成し、

教材に同封さ

れた返信用封

筒で郵送して

ください。 

 

答案はそれぞれ

の科目の添削講

師が丁寧に添削

します。 

添削された答案と、講師による

総評をお送りします（総評は答

案を提出された方にのみ送

付）。 

添削答案を読み込んで、論文

作成能力を強化しましょう！ 

 

※答案はＴＡＣ到着後2週間程

度で郵送返却予定です。 

 答案返却 答案を書く 

 ■合格者からのコメント 

蓄積した知識を自分の文章として再構築し、簡明な論文

に仕上げるには徹底的な鍛錬が必要です。その意味でペー

スメーカー答練は特別対策講義の復習として最適の教材だ

といえます。 

 知識不足を理由として受講を躊躇しないでください。実

際、昨年私は知識不足で書くのも恥ずかしい状況にありま

したが、そんな私でも丁寧な添削を通じて論文の作法を身

につけることができました。 

 知識を見識へ変え、合格へ一歩近づくためにお勧めの教

材です。 

2010 年度外務専門職試験 

最終合格 

 

早稲田大学  

文化構想学部４年 
 

磯尾
い そ お

 舞花
ま い か

さん 

 添 削 

※ 上記範囲は、出題の目安です。範囲は変更になる場合がございます。ご了承ください。 

 ■受講の流れ 

お申込み後、教材がお手元に届いてからの一連の流れです。 

 ■答練問題 範囲指定表 

答練の問題は、以下の出題範囲に沿って出題されます。 

憲　法 国際法 経済学

第１回
人権総論

人権享有主体
包括的基本権

法源
国際法の主体

消費者行動理論
生産者行動理論

第２回 精神的自由権
国家承認

主権免除

完全競争市場

市場の失敗

第３回
経済的自由権

社会権
その他の人権

国家管轄権
海洋法

不完競争市場
財市場の分析

第４回
国会

内閣
海洋法、個人、外交関係法

資産市場の分析

ＩＳ－ＬＭ分析

第５回
司法

違憲審査制
条約法

国家責任
ＡＤ－ＡＳ分析
経済成長理論

第６回
地方自治
財政

条約その他

国際裁判

集団安全保障

国際ミクロ

国際マクロ


